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乳は 石の やぅに なつて 川な s 
一 かけの パ ン も ft ベない 子供 等に かこまれて 
n の 前に 迪 つて ゐる 敵の知をぢつと兑つめてゐろ母ょ 
あなたは 误は 出切つ た 
あなたは 別の 人に なつた 
あなたは戰ふ人になつて行く。 

X 

あなたの夫と子^は 

長い卯どっかで 
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死の 狂 ひの 扔ひのため歸つて來な5 
熱情と « *. とだ*の蚊い«ひが 
被 等. VW さない のです 
•たが 拽等 は必す やゎ とげて 
ぁなたの»亿»つて來る 
深く深く袍かれに鶊つて來る 
勝利 か 
死 か 

あなたは嚴も*する者3手を2を «3 を孢ぃて 
最も愛する者の手になれる懋多の《知を受取るでせ 

« ょ 

あな龙こそその籌利 ^ 淚を鴒み血令鵪む入だ。 



私 逢は あなた© 子供でなくて 何んだ 
私達は あなたの 愛でなくて 何んだ 
私達は あなたの 8§ひ を繼ぐ ものでなくて 何んだ 
« 馊が出來なくて 
夫や子息の火と血の中に 
一緒にな o に 

幼い弟妹を背包つてゆく母ょ 
おお 世界は 

この 朝 深呼吸と 默 をす る 
私達は 皸 列す る 

私達は 辛苦を こらえる* を 通 ふ 



私達は 押 L jt む 歌を * ふ 
この 無 數 の 我等が 
母よ あなたの 子供でなくて 愛 
_ ひを « ぐ 者でなくて 何んだ。 
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旗は 風に なびけ 

今までに ない カ强い 無 貢の 中に 
放は風になびけ 

今までに ない 無 苜の 中に 妨は立 
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- T - を毡ひ铒上にビラを持つて立ちし赛ょ 
宵 者の 歌は いんざんに 虐殺の 黑い飢 歌を 上げて ゐる 
熱愛の ひそんだ 鈇押の 響きを 我等 聞か ふ 
奏ょ 

赤いひなげしの花にわが眼はいたましい期愛を冇に想ずる朝だ。 

斷片 4 

明るい 空 も 激越の 目に は皤い 级の固 ゎの やぅに 燃えて ゐる 



我等のチに鉍って夾た友はそれは死体であつた 
血肉の 友ょ ふかく 限れ！ 

わが 意志ょ ぎ 5ぎゎと11 « め來れ 
一切の文句はずでに絕たれてゐるのである。 

CW 木* 次 « !: ) 

斷片 5 

空に心{* 0 肉片がある 

もぅす 0 かゎ * < « :のやぅにこび*ついてゐる 

.# t 1 人 空 高き ギ a チー ヌに默 * と 死を 迎へて 行つ た 彼を 忘れて ゐる 

C 古 > » 志に〕 



稍 悍 IC L て染奧 の 眼を！ 一いて 
武裝して俺をまつて阍の中に立つてゐる同芯ょ 

行け！ たじろぐな！ 

斷片 7 

K 冬の 地は 壯烈な 意 ^: に 凍りつ いて ゆく 
俺は€烈な寒氣に裸0胸をさらしてゐる 
來い！來い！ 

銅 ^ の 冬ょ 何物 も淸く 氷結させる 男 者ょ 






俺は只ーずぢの矢となる。 

斷片 8 

大空には 級の ブラン n が戰 t を it めて W いて ゐる 
秋は 强い 狹拽 器に 絞め 上げられて ゐる 
我等は 歌を 歌は 中 眾 獨に散 つて 
我等の 行く 道を 見つめる 

秋 だ 銅牌の やぅな 木の * は 散る 
散れ 

迸な かばに 倒れて 行つ た 仲間の 顏が 
木の葉に なつて 散つ て來る 



誰が この 感怙を 我等 以外に 知ら-， 

C ： 分は 又 我等の 注く 道は 
Je に 新に 行 はれなければ ならぬ 
肉体ょわが涊識ょわが仕事ょ 
引 f しぼれ！ 

斷 片 

人 S な ハ强 い迓ま しい 腕 

廣い胸 の 血は だくだく 初® の 空に 鳴る 

柔い麥 の 穗が 胸の底になびいてゐる 
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俺達の 梯は 赤く 
俺達は どなる 

« と！ 8とつき合せて笑ひ合ふ 
長い叫で知つた胸と胸 
ォォ 明 H はまた 握手 だけで 別れ 合 ふ 
だが 俺は 知る 

彼の ヒに俺の上に何物も何物も共通して仆在する眞理 
俺は 深く m じて 戰ふ 
行け汉樣俺の半分の肉と血！ 

斷片 10 

鉍後まで殘すところなく勝つた & びょ 



胸を か S むしる 歡び のどつ と 上がる 瞅び 
怖ろ しい ォー ガンの やぅな 男の 叫び 
ゼン マィの やぅに：：： ざまし い 女の 叫び 
どょめく 歌と 欤 

つ S 上る 盛 0上る人間の咽喉喇叭 
脾を祝る踊る ころげる 
歡喜の 球と なつて ころげる 

成：：極まつて泣<朗らかに甚びの燃ぇる朝日のやぅに堪發する放封する解放0光りの中に 
我 ^ は 過去の 一切の 身を 洗って さらさら 
我々 は その 日を 忘れまい 
我々 は その 日の 头る のを 決して 忘れまい。 

斷片 11 

無首は笊砲の如くぅなれ 



足はただ旱く何十 41 も走るため 
腕は tefc ぅち 拌くた め 
» は沸き立つ脚の探海燈のやぅに 

醉ょ太く太く哦の腕となれ 

何十 人 もの 胸を 抱き 似を なほし® ひ 進む ため 

神の 如く敏 栊なれ 

足ょ 强く强 く磁 0 足と なわ 

幾 炎 夜も飢 *. 疲勞 とに：* るな く 敵 ^ に 立ちつ くす ため 
狨 ょ 退くことのない悄作な窓カが注ぎこまれてあれ 
敵の » 擊と 術策を 墦き碎 くた め 

强く あれ 强く あれ 

何物へ も 何物へ％ 怖れる 所な く强く あれ！ 
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昨日の 友 4 次第^-に 別れて 今！！： は 敵と なる 
我々 は 益々 少數 者と なり 益々 多數者 の 窓 志ず る 所に 近づかぅ とする 
吠えて ゐる ものに も騷ぐ 者に も 高い 所に ゐる 者に も 
辟 かなる 無 オ の 決別を する 

我々は嘲笑も叱陀も說秘も知らざる仲 |!|1 と共に我々の世#を明日に進ませる 
今：3我々は必要しなぃ肯 « を聞く者も無ければ訊ねる者も無ぃ。 

斷片 13 

今 H 我々 は絕滅 の狀 態に ある 



«々は«滅の狀態の进を沱く 

我々は圾後0道を走って往く 

戰ひ は擊烈 に 凶 这に 明日に つ でき明後ロにつ ^ 霣只自由の日につ ^ いてゐる 
絕滅3 れた火 こそ ダィナ モ rc M ひ 寄る 火 だ。 

斷 . 片 14 

「懼 れる ことなく 街 塊を XX せしめょ」 

わが 熟 * の 生活を 今日 *: に 語るべく もない 
道は縦横無«の进に入る。 



凡て 與氣 ある 首 淀 も 阿諛の t rt 猪 も 

首葉は生活の皤底より何時か居所がなく自然と消ぇて行づた 

展望は 無限 だ 

銳 17- は 廣澗 としてつ らなる 

今日の 我* は自 山に 只 自在の 活動を 持つ。 

斷片 16 

百の 言 * を つらねて 一つの 事より 逃げた 者よ 
1つの言秸だけを發して默つてゐる者よ 
宵 粥を 發せず 肉体と 意 芯を 馳 つて 
無言の土に抱かれ»つて睡りし者よ 
K に 鎖 づ けられた 生活の 中より 立つ て 生活し 行きし 者よ 



無言にして血みどろの者 
汝こそ 我等に » く。 

斷片 -17 

•IRra «かなる水ロはお的達0栓にょつて 11: る 
だが それは 方向が * る だけで ある 
水澜地の性質は停止する事が出來ない 
地中の乇細管にまで京皤をくらつたとて 
滿ち て來る 水は 何人に も it どめ る 事は 出 事ない 
ft 部から 自然の 一刻 一 劾の 朗壤 

俺達は 水 海 地に 立つ て 逆に 地中へ S 一刻 濟 つて 行く。 
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立ち止つて波は白い泡となつて浮ぶ 

我々 の 友は 生命を 亡くし 又 生活から 一切の 希望を 奪 ひ 去られた 者 も ある 

だが碎けてゐた波も何時か無限の电程を成す 

我等の友は»ひの火资を切つて 

何等悔ひる所なく檐笑みをもつて€ぇて行つた 

世界はその展の上にのみ新しく建てられる 

世界は そこにの み 残 电ぇ を して ゐる 0 
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欲望が彼の胸へ稀子を下した 
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彼は虚僞者を絕滅せしむることを欲望した 
欲望は 自 1|| 勝手に釩表自山勝手に湛する 
欲望は 身輕 るで 欲したい ものを 欲す 
どんな ものに も理 III なく 欲 しない限ゎ 11: らない* 

斷片 20 

海の やぅな 鼇の 中に 小さい 肢勖が 刻まれて ゐるの だ 
知らぬ 間に あたたまり ゆく 海水が あつた 0 だ 
その水が沸«するやぅに熱して來たのだ 
何時の間にか手も指し込めなくなつてゐるのだ。 



深淵が 自分を 領し てから 格 岡に 立つ 自分を 發 見した 

自分の 全身が 目 分に 餘す 所な く歸 つて 來て 深淵の 自分が 出來 たやぅ に 思へ る 0 

斷片 22 

掬ら れる 文字 や 貧傳の 文字が どれ だけ あらぅ と 
今日 それらの 稚 態を それに 返す 
それらは それで あそべ 
われらデマゴギーの酋をねぢ0切り 



われ 等 自身 立つ 以外 何等の 道な きを 知る 

1切の汊動でぁる言葉と行勖をぁや 0 るデマゴギ|を捤0つぶす 
われら 今 0:^3^それら (〇 统时を大にくべる0 

斷片 23 

おひやら かしは むしろ スパィ 以上 不愉決 である 
われらは 何度 おひやら かしを 獸つて 聞いて ゐたか 
ふふんと 肢の底 で 笑つ てゐた か 
貧え 埸に煑 えた 鉛を われら 思は ないで はな かつた 
だが 西 の おひやら かしは fa の おひやら かしだ 
百© オダ チは 再の オダ テ だ 



われら设後まで傾善者附堵み文無しと云はれやぅ 
われら 彼等から 惡 M される のは 一つの 誇り だ 
われら 彼等から 悄惡 される の も 一つの 誇り だ 
むしろ &* の上に百を重ねさせろ 

それが何んでネちぅ共それらは肘の吹き溜のつぶや 5 でぁり 

われらの行く边をかこむ中間者の空1にすぎない.のだ 

敵は 何遒に 故は ただ 眞正 面 に 朗の 如く 立ち 實禪の 引き金に 手を かけて ゐる 

われらの 生活は 何處に われらは その 敵の 前に 眞向 つて ゐる 

われわれは只このか雄を谀り切らぅ。 
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彼等は 俺達を # W であると 云つ た 

俺速が何時憂 » であるか 

饯等は 明るい 群に 入りた がつ た 

デヤプ で 心を しびれさしたい ので あつた 

俺達は 火 藥ょ 〇も明るく评此ょゎも明確であ〇だい0だ。 

斷片 25 

fi 後まで 打ち こぼれない 兵大なる托休があることを俺は知つてゐた 
俺は今それは外にあるものでな<我と我等の |»] にある事を確 <,| する 



卿 やかされ やうが 引 きづ され やうが 
打ち碎かれやうが灰のやうに |^ 0まかれやうが 
消え も 無くなり もしない ものが ある ことを 確信す る 0 

斷片 26 

俺達は 强榼柝 にとつて反射莕でありまた全くの無價侦者である事をょろこびとする 

彼等の愤値も秩序も認めないから我 * は無衍俩者なのだ 

彼等の行く手に描所をふさげるだけで一分の代值にも役立たないからだ 

彼等の 最後の 切札が どんな 捆み やうを しやう と 

阳 からで も 地中からで も 伸びる 芽は 仲び て 行く 

練 瓦で も コンク リ—ト でも 石で も戡でも趑ぇて仲び出る 



我々 は そこへ 特檷や 利 杏で 立つ たのでは ないから だ 

生 t る 者は 生きる 

それは 理 痈 のない 胺理 なの だ。 

斷片 27 

一切© _ と 見 榮を意 志と ^ 熱0ブレ|キの曲に食ひつぶさせ 
ときめくどょめく肉を食ひしめる明日に對する歡存に 
わく^^た ぎる 财をボィラアのやぅにして行かぅ 
蚊 後まで ぎ o ぎりと 押し 迆めて 行つ たもの が 
自己 も 信じ 世界 も 信じ 明日の 世界に 甦生 出來 るの だ 
さもない 限 0 一切の情熱も窓志も悔ひに全身が濃盹になつて 
絳の见のやぅにニヒルの穴が開<だらぅ0 



自分の心«を 0 分で土足にずる 
自分の 心臓を 敵の 怒れる 群れの 
ウソ に 飾りを つけて 眺めて ゐる 
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自已 を合现 化ず な 
ぅまい案配にこね上げるな 
そこで 安つ ぽい顏 をして ゐるた 
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如何に ^ せ 集め こね 合せ つぎ 合せ 3 ンク 0 — トし 釘を ぶち 込んで 4 
生 S 活動し 閊ふ人問には 一切が はぢ ? 飛ばされる 
® 切 ゎなんかつけて伐懦なキザに萎縮するな 
砘埴 されべき ものは 破 填され るの だ 
生活を大跨に歒に销み込ませる今日 

大さな サギ も 小さな サギ も！ 度に 火の 中へ祕 き 込まれなければ ならない の だ。 

g 片 30 

首葉なき行勖を無曾に決行して ^ 足する思想ょ 
ある 者は 去り ある 者は 消し飛んで 反動 の 旗を 守る 時 
我等は 殘 りし 者と 自 山なる哦の枳を組み 
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ー切に理想を抟ち址後の只一つのものに集る。 

斷片 31 

かき さばけ 突耆茱 せ 鈇の中 よ 

よし幾庞血は染められ鉄は火を吐けど 

明 ：^の準備に稱子は念がし 

世株の采てまで 

我等は兑る 

我等“知る 

我等は子を差し伸す， 
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大道のやぅにかたまつた背 

鉄板の や ヶ に 凹まな くな つた 胸 

鈇铀の やぅに 銳 い 意志 

鈇ロをそろへてゐるやぅな职 

それはみぢんも矜達を許さない思想でぁる 

また 自らを 許さない 思想で ある。 

斷片 33 
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俺述の生活は菘利の生沽だ 
俺 迷の 生活は 勝利の 生活は 

投げ打ちしゎが全身の前にべルを嗚らしつ ^ けて止まない 
押へた耳の中まで一^閉ぢたる目の中まで突き入る 
如何にまた 15£ ?蜗ヶも越允て| 
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血は無駄を嫌ひ病的を嫌ひ » 張を嫌ひ 

あんなに も 愉悦を 知 0 あんなに 1寂 ¥ へ落ち込みあんなに4無首で あんなにも活動 
して 体まず 

あんなにも自已を5^に守つて*む 



そこが坺される走ゎ進んで行く 

そこへ固り疳く防衛の 3 ンク9丨トとなる 

前衛隊も後術除も矜謹隊もない 

凡てを 自分 達 一切で 引き受けねば ならなぬ 血ょ 

次ぎから 次ぎへ 傍目 も ふらず 自黎 自棄に ならず 

奧氣 に充 ちて 土 W とな 4 つて 死滅して 行く 血ょ 

お前は 消へ お前は费笑む版ょ。 
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fr は 対の 道を 注く だら ぅ 

久しく 君に 违は ない が 

佚は 少しも 寂しく はない 

今日 佚は 友に 何等の 疑惑を 持たない 

また 荦 々しい 5 待 も 持たない 

我々 は 遊びで ない ものを 各自 心に 持つ たから だ 

今日 我々 ば デマ ゴギ ーと眞 なる 友を 見合け 得る 事が 出来る からだ。 



君は 昨日ょり 今日 何 所へ 行 つても 相手が 無くなり 
相手に されな くな つたと 云 ふ 

だが 相手に されな くな つた それを われ 等跄 せず 先づ 知る 
だが 相手！ 

蚊に も 味方に も それが 無い か 
われ <は 今日： a に も 味方に も 相 乎は 無 數だ 
相手が 地球を ぅづめ てゐ ると 云 つても 好い 
それは 今日の 我々 が 何んで あるか だ 
今 0:の我々こそ界も知つてる 



帅丸は狎逍から 1£ はず； 2[ 找に阁を縫って 

荇もなく當るべき«所にすみゃかにと 1: ぃて垅ねると云ふことを知 0 てゐる 
513 丸は 始めて 自ら その 時# 在を 示す 
それまで掸丸は只鉛としてぁるに過ぎなぃ。 
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朗らかで 行か ふ 

元氣で行かふと界は云つて吳れる 

我々 は 最後の 顶酤まで登りつめる野放阖もないテンタンたる朗らかな元氣を持つてゐる 
これょ ゎ 我等が 朗らかで 元氣で あり 得 やぅ か 
それで ゐて君 も佼も 血を す、 りたい 程 だ 



それなるが故に « がないでゐる0だ〇 

斷片 38 

俺述は 明 H が 來るん だからな あ なぞ 口癖に 

忡 || 1 ) の腐を叩いて痒水をたらしてるけつめどの小さな野心»共を鉻の先5で笑ふ 

俺 M は 明日が 如何 だと ごたくを 並べる 必要 ケ持た ない 

今日を£しく步む者だけがプ0レタリアだと信ずる 

そこらで 明 R の 風を 吹かして る 椹 找けは 

民主 * 族の 泥棒 か 敵の 廻し 者の 人情の ふりまき M だ 

くつつ き 合 ひで 明日が/、 でプ 8レタリアをかすつてゐる毛蝨だ 

明日は 今 日を£しく步む者だけに郸く花嫁だ 



如何なる 俾大な る 改良キ ：雜者 も埋沒 させて 
如柯なる偉大なる保守主典者も埋沒させて 
如何なる偉大なる便 */1: 主義莕も埋沒させて0 

斷片 39 

彼は 1 ^りこくつて我等の間にゐる 
百 首 斑を もつ てしても 充し 得ない 心が 默らせ てゐ るの だ 
彼が 我等に 與 へる 世に も 優しい まばたきは 
何時も 痴 M を K らせて くれる 
営 * には 貢 葉を もつ て 




そんな ヒマ のか、 る 淼の好さは所詮あそんでゐる刖のヒマ浓しの掛け合ひに過ぎない 
ぢや 波は； 治ち ないか？ 

語るー. 

必耍なだけ語る堪烈押ょりも粮然と對埃を破片にする事の出來る眞 ^ で 
明日へ タ N クの やうな 力で 引 きづる 意志と 步み 込んで ゐる肉 休 もて 語る！ 
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我等は 打たれて 痛い から 飢 免 に W 乎で やられて ゐるか ら 

それで 手足が 出せない のか 

それで 泣かぅ かそれ で ^ れ 廻 はら うか 

それで 我等の W が おさまらう か 



そんな もの* レ幾度跻んで畊んで跻み來たつたか 
兑てゐ ろ！ 

俺 建の 生活に ^ 梭 遠 にょつ て 打ち込まれ てんた 浜 や ヵンヌ キや ねぢが 飛び 
地下に 埋れ てゐた 木衬は 腰を 折 り 
セメン は 剁げ 
摊 筋は ね ぢ曲 o 

押へ つけて ゐた巨 大 な 組© 6') 脅がーづくバラバヲに 
俺 if は 土 茶 骨の 下から ひつべ がして ゆく の だ 
今 B 鉄材の 上に 石の 上に 木材の 上に ® 苹の輪 を ふかし 乍ら 
明日は 如何したら つ く O' 上 けられる かに 對する 俺 速の 仕事の 緻密は 
他の 何人に も 理解 m 來ない 努力と ょろこび とを もつ て 成されて ゐるの だ。 
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お前は どんな 美しい ペンに ょつ て 語られても 

その K つてる 餌に 睨み 返す だら ぅ 

そこらで好い氣な「話」の中に描かれることを拒絕する 

ロからロに贫撗されることに畎吐を胸にする 

お前の眞货の仲刖が何時誰にそんなことをされたか 

叩き のめされ 引つ くくられ 一つで 4美しい名前を顶戴したか 

再び 自分の 「サギ」 やぅまい や h ロを こね 蟈し 

手の 裏に かくして ゐる者 共の 口車に 

どんな 思 ひを 脚に きざまされて ゐたか 



(«) 



お前が 奴等の 口車の 前に 取つ て 取り 通りして ゐる ことは 
身をもつてそれらの敵で /) ることを宜吿してゐるからだ0 
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どんな かたり 屋も すまし 屋の胸 も简拔 けさせる 眼 
どんな 姿を してゐ て も お前が 好く 生きて ゐる ことは 
我々 を ふる ひ 立たせる 
お前の また 俺の 

どんな少しの嘘もお互ひに怒らしめ悄ましめたも0は 
何んで あつたか？ 



叩き笟せるものを叩# » し切つて進む受は 
何を 見つめて ゐた からか？ 

俺はお前を ^ ずる 

そして ^ 分を仿中る 

ょし 俺逮 0 道が どんなで あらぅ とも 

百も离もの32の前に我*が 88: 線するなら 

それは 俺 建が a 段した ょり 更に 取り返しが つかない。 
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搾 0粕のパンとか正转とか黨とか小佾共の泣き首を阳き飽きてゐる£:袋は 
すでに！刻でも餘計に现汽を哦んで消化してゐる 



ロを 抑 へられて ゐる 者は すでに 盛 o 返して ゐるの だ 
逆に ^^して來ると云ふ方則は从後に立つてゐる人間の決意だ 
活 *-/- を 羅列させる だけの 頭の 中には 戈 ^ ち 無ければ ならない し 
風 能槩も 貼られなければ ならない 
熊の如き人間の眼と-一タ-夕笑ふ目とは铒ふ 

よし應 援の ビラを 劣いても r ウソ ツキ」 の 心臓は 依然 ウソツ キで ある 
ぺンと丸太とビストルでは元 «- 比较にならなぃ0 
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これは スパィに 苜ふ のぢ やない 

革命と 云 ふ ものを 誇大 ft 想す る スパィ 先生に 



ft lx の 反 S にも 今日 未練な く 別れ やぅ 
周圍の 嘹级にまぎれて小贤しくも騷ぎ 
曲 幻く ねつて 吹けば 飛ぶ やぅな 理論の さても® 行 不可能 かな 
皮肉に誰が首ふのでもな5 野次® は 語り 疲れたら お休みなさい 
次第にこれから喋つても喋つてもまくし立てる枣とは 
別の 世 株が 來る 

我々が求める « « は 只 そこに ある だけな© だ C 

P8} 片 45 

黨 の 委 a とか 何ん とか フヶ のた まつた 迷 中が 
とも约堂*たる紙 ^ 谅令ひけらかしてる 
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糊と 鋏 そろばんの- K 逸 乎 振りを 發 报 して ゐる の だ 
かぅゆぅバケ七ノが未だに新しい世界への代表面をしてゐるのも 
R - はこの しろもの 述の 「プ D レ タリ」 が 金に 代る と 云 ふ 御 時世な の だ 
連中を 呼んで ゐる ものは 何んだ 

速中はそれを釐”にかけてこっびどぃ鄱當をゃってゐる 

「だ •活 はつらい 45」 とか 何ん とか 安 來 ©の 一寸 坊拗の やうに 頰 ：对 りして 踊つ てゐる 
まつた く 奴等は 奴等 だし 
俺逮は 俺達なん だ。 



金 持の 芝居 小 厘 だ 

巡中の踊る拟所.かそこだけ钱されゐる0だ 
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すべ^-した 却に きちんと L 

唇の まは ゎにつ いて ゐる でたらめみ 羝め迥 し 

s が «々しい21肱を怒らさねぱならぬのを兑た時 

俺は 一時にぼう ぼうた る 饵を却 中生 やした く 思つ た 

奴等のやさしい诉色の血が止つてしまふやうな 

默 つて 呆れて 咽极 笛が 勖か なくなつ てし も ふやうな 琪は 朝飯 抑なん だ 

その 時が 來る 

それまで 1 S る 俺達なん だ 

あいつ 等の ちつ ぼけな 名 招と か 人格が 何故 大切 だか も 知らん； 2 して ゐて やる の だ 



a 分 だけが 消く 思へ 滿足 して 「マンシン」 して ゐられ る 奴 缚に W はりは ない の だ 
生 e のびる 奴は 生 ? のびの だ 
くたばる 奴は くたばる の だ。 
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物 ^ は坩 刀® 入に ズパ 9 とやら ぅ 
世話はないし芝居を兑る必耍もない 
0 りく どくやる から ひま も か 1¢ 

たまにはゥソの获もひつかけられるし急がしい畤に肢も掛けて休ませられな<てはなら 

C © だ。 
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n 0 ンプスの船よ0も功散にトンネルの奥を ||1 いてゐる友よ 
凹んだ o iss まつた りする 鋼鉄の m s lb' i; 自ら 制して 呼吸して ゐる 友よ 
走つても走つても無限に押し寄せる囿が光りを消すところで 
時問も «! 推も摑み所のない徙彷を押し拔いて 

がうがうと走つては仕事をし 
がう がう と 走つ ては 仕事を し 
がう がう と 走つ ては 仕事を し 

燃料も食料も空氣も仲間も缺亡を堪ぇて仕枣をしてゐる友ょ 
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天地が割れるやぅな吼ぇ聲を上げて « る汽 » 

天地が 割れる やぅな 吼ぇ聲 を 上げて 嗚る汽 » 

それが 我* の 希 ^ だ！ 
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その 部： 2!には机が； 0 あつた 
ィースト0ンドンの貧民 «1 の ^ 枳圾である 

«は 0 ンドンの街々を步 ? «つてレモン水を*つて生活してゐるマラテスタのため机がー 
脚 あるの だ 

”ンドンの焯突と煤焯とれ班が部圮の中をつまらせてゐる 
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窓の例をあぶれの彷拗者がつぶれたね打を ^ つて通つてゐる 
マラテスタは 夕食の パンを 烧かず に 众 べてゐ る 
ィタ リーの 革命 新聞の ため 铒夜 白熱 的 淪文を 讲い てゐる ので ある 

フランスの 監獄から 逃亡して 來た 身を これから ィ タリ— へ®! ^ して 濟入 しやぅ として ゐるの だ 
マラテスタはいつ兑ても问じ元鉍の却をして 
找り 返しの 投拟 
ギ ロチンに引き廼はされる宂吿 

XX 

それのどれが » 先きに自分をとらぇるか 
そのどれへもこれへも肢を裾えて 

明日 その 渦中に 身を 沒 する マラ テ K タが fe ? 根 裏に ペンを 握つ てゐ るので ある 



斷片 5 C 

お前は 何んでも 約束を したがる 
大安 » ゎの約束をする 
大衆の 眞 W を 大安 賫ゎの 約束に 結びつける 
お前は闪方八方に空手形をふり廻す 
お前は 血 も 肉 も そこへ 行つ てゐな 5 約束の 山を 築いて 
辛じて大衆の麻 « の脱に奸费を貼らぅとする 
俺述 はくつつ き 合 ひや 馴れ合 ひを 斑 放す 
逹はぅろ 0 <大小無數の小«いものを热の先 ? で笑ひ飛ぱす 
そいつ等の約来を謔めないで人類の 17 大な流れは 
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一切の 小細工を 押し流して 11 大なるかつて無き姿を现はさぅとしてゐるのだ 
片 PM で こそ'^" やるな。 
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演增には光つ龙价の旗が赤く立つて话鉍が好い 
溃壞の上では盛んにデマが踊る 
蜇 集して る 群 犯は 默 つて ゐる 

俺逮は 頭の 上を 通つ て 行く® 劣な 拍手と 饮聲を 聞いた 
だが 群集の 好 途には 

彼筏の姿も苜葉も狀毋も何物にも接しなかづたやぅな睹さがぁる 
芝居を した 者と 芝居を 兌せられ た 者は 



左右に分れた時まためいィ、見知らぬ他人となる 
自分の 生活に 各々 M O T 行く 足は 
闽 S な 生活を も路み 越ぇ 枯み 耐ぇて ゐる足 だ 
游塊の野心家芝居の它ずねとは異ふ。 
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その奶には生きてゐた |«) 中冷 (»' であつたやぅにー通のくやみ文を送らなくて奸い0である 
その贝は殺されなかつたのがもぅけものなのであつた 
彼は我等を趼み荒した足の下に僙か許ゎのみぢめさを常然统したに過ぎない 
死に一滴の涙を見せることは常に我 *' の生活令斑僞にゆるめる 
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一切 Q 死を 乘り -3 へ 一切 わ 死に別れて ゐる 我* である 
班切者の3势者に今日逄はせる却を持 0 てゐない 

S 切者 Q 心 f 自 ssw とを 5 き 合は 1 客* 遠から 叩 集す S である 0 
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俺は何畤か须田町の见料理の衷で兎が玟されるのを兑た 
S 人が 首を つるし 上げる と 兎は 四 本の 足を ちぢめ 身体を すくませた 
® 人は 咽喂 笛を 銳 利な 釣 刀で 一刀の 下に 突 f 差す と バヶツの 中に さつと 投げ込んだ 
血の バケツに ザ アと斛 の 降る やぅに ™ えた。 
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斷 片 54 

鎌 !: 持つ てゐた 乎で も S ! を 持つ てゐた 手で も 
ハンドルを 持つ てゐた 手で も ペンを 持つ てゐた 手で も 
道路を堀じくつてゐた手でも車を押してゐた手でも 
そんな 祺が 何んで あらぅ 
鈴く さ . S 土く さい ドブ くさい 肥く さい 
そんな浩物から沁み込んだ皮讲から出る匄ひが何んだらぅ 
俺達は海邊で寄り山林で寄り田洧の铁で寄ゎ提項の隅で寄り 
俺達の 0 川の手を結び自 ||| の社僉への心«を寄せ合ふ 
俺迮は俺逹の行く逍を路0合ふ 



俺述の 叫きは 愛 だ 
俺 速の 掘 乎は 誓 ひだ 
俺迖の集ゎは似》の絕5だ。 
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俺 速は 俺 自身の 蛾 敷を ぅちす秃る 

俺 速は 俺 自身を その上へ 横た へる 

俺述は 俺 自身の 进 の大鎚 でぅ ち 叩く 

俯述は 使 自身の 腕を 俺 自身の 頭を 俺 自身の 胸を 

俺逮は俺自身をぅち叩豸ぅちのめしぅちつぶす 

掩违 はこの 小さな エ祺を もつ てゐる 
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俺逹はそこで俺目身の » 铞をつくらぅとしてゐる 
俺迮は 現在を 現實を 銳く燒 くた めに 自らを 铴 る。 
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お母さんは 泣いて ゐる 

聲 は どこに も 立てない が 泣いて ゐる 

子供を 絕望の 煙りで 燒 *〇 狡して はならない 

- T - 守 歌を 唄は なければ ならない 

押しつ めら れた もの V 子守 ^ 

お母さんは胸の联で子守歌を哏はふと決心してゐる 

お母さんは 泣いて はならぬ 日を 思 ひつ、 泣いて ゐる 



それが P 守 歌で あらぅ か？ 

否 我*は今泣きながら拟ふばかりではならない 

解放の理想に钾く歌をお母さんの胸底からの血をもたげるその歌を 

俺达は歌つてもらひたい。 
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俺は その 夜 外の 雨の 音を 間いて ゐた 
どこかに火が赤<タキタキと燒けてゐるやぅに思へる 
粜も 子供 も その 語ら ひを 体め て陲 つて ゐる 
俺は何等噴阏の陰肜を涊めず 



彼等の側にぢつとしてゐる 
俺は その 頰に 唇を つけ やぅと した 
我 * の 生活は 昨日より 今 H 
何物も惡くなった 
俺は それを 睨み 返して ゐる 

だが それと 共に E 大なる 敵が いたる 所で を 初める 前す ベ o を 我々 は捤 知す る 事が 出 事る 
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子供よ 

俺 速は K つて お前の ふくらんだ H の あかいぶ よ- の 卸を { i 乍ら 暖めて ゐる 
R 寒の 底に おれ 违は样 の やぅに 燃えて ゐる 



躲 0) 上に お前 违を： €乎 で 抱き 掩ぇ てゐる 
眠らない俺违は何を兑つめてゐるのであるか 
俺逮は飢表にも拇粑にも生命がけな今日を通してゐるのだ 
勿論 おれ 達は 名も無い 

よし 死んでも 段され ても柁 の 上に 《も« /- も 動 章 も乘ら ない 
また旗で卷かれる事も新聞に赛かれる事もあるまい 

毛のついた符子腰にサーべルを光らせた者共よゎ做悔と悪名とを受けるだらぅ 

だが 默 ♦たる 俺达の 無名は それを 笑 ひと ばす だら ぅ 

子供よ 

今日 我 ★はお 前を 抱いた ま V 何よりも 强い慈 母と なり 不退 W の 勇士に なつて ゐる 
今日の 道は 必中 明 H へ つづく。 
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庆 は ^ が 生れた 時 瞬 ゎの 部 W で 

夢中に なつて ft の 母の 苦しみを 聞きながら 描 稿を 禅いて ゐた 
だつ て佼 は そ © 時 金が 一文 もなかつ たから さ 
庆は职稿を丼き終ぇたら君は生れた 
侠は «1 稿を ボス トへ 人れ に 出ながら 

わななく心を押へながら上野にゐる友達に金を谐りに行つた 70 ) 

庆は T — ク燈 のぼん やりした 公 困の 森の 中を 

* 高々 と 歌を * つて 步いて 行つ た 

自然に 俊は 歌つ てゐ たの だ 

使は 自分に 氣が ついてから も 歌つ た 

伎は 愉快で ならな かつた 

友は金と：軿におむつとタオルを«してくれた 



みな玄阀に出て佼を从つめてゐた 

俊は 神の 顏 を 兄て 笑つ た 

芘 は その 金で どづ さ り思ひ切つて果物を霣つて 

n の 母の 所へ M つて 來た 

だが ft は 生れて 

父の 生れた 土地へ 4 行かない 

母の 生れた 土地へ も 行かない 

兩 方と も 伎 速を きらつ てゐ るの さ 

伎は どつ ちへ も 通知し ない 

然し そんな 取が 何んだ 

ft はこ この 所から 出發 すれば い ゝんだ 

何物 も 怖れるな 

irj 於なる かつ 誠 , ft なる® ひの 旗を 
仿は死ぬまで釕のために振るょ。 
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斯 片及 び斷片 的な ものの みが 集められた 琪は W 铒的立 塌から であつ て 他に 现 lil はない 0 

斷片は 今日ょり 明日へ と n 分を 築かぅ として Q 分の 身体に ぅち 込んで ゐた | 本 一本の 釘 
であると も 云へ る 〇これは日祀以上に0分のデヵな4の、靳片かも知れない〇また忟面か 
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誰でも 狱新 M の やぅに ボッ 9/、勝手な所から谀んでは体んでくれ、ばぅれしぃ。 
そして 自分达 は 少しで も 深く 乎を 枷れ たらと 思 ふ。 

一つの 正しい 首 欺が «■• かれる ためには これ© 十倍の 生活がなくて はと 佚は 思つ て ゐ る。 

斷ルは今後共 || 分の生活に密接にそ0コースをつ 1: けてゅく ^ らぅ0更に明確に果斷に 
生活の 行進に つれて。 

一九 三 一年 九月 

萩原 恭次郎 



昭昭六 年 卜 月 六日 印 明 
W 和 六 年； •月 十 H 泡 行 



» 者 获取恭 次郞 

級 行； ft 印刷者 神 谷 W 
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